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欧州連合（EU）の言語教育――ヨーロッパ・スクール（ブリュッセル）における実例――

言語情報科学専攻 修士課程2年  山川智子

１．EUの言語教育政策

欧州評議会はEuropean Year of Language 2001 にあたって、EUの言語教育の目的を大まかに次のように述べている。

・ヨーロッパの言語遺産への認識を高め、他の言語や文化に対して開かれた姿勢を持たせる。

· ヨーロッパ市民に多言語の運用能力をつけさせる。

・社会の経済的、文化的変化に反応できるよう、外国語の生涯学習を奨励する。

２．ヨーロッパ・スクールとは
· 1953年10月： ルクセンブルクでヨーロッパ石炭鉄鋼共同体（EUの前身）とルクセンブルク政府

                のイニシアチブによって、ヨーロッパ・スクールが実験的に発足

· 1957年4月： ルクセンブルク・スクールが最初のヨーロッパ・スクールになる

· 1959年7月：最初のヨーロッパのバカロレアが行われ、その資格は、加盟国のすべての大学に入学す     

               る基準をみたしていると認められた。

                この成功がきっかけとなり、他のヨーロッパ・スクールが設立されていった。

· 現在、６つの国に１０校ある。

· また２００２年９月までに、あと二つの学校が開かれる予定である。

· ヨーロッパ・スクールの生徒たちは、ヨーロッパ諸機関の職員の子弟が主である。彼らはいろいろな特典に恵まれ、安い学費で通うことができる。

・ヨーロッパ・スクールでは、２年間を保育コース、５年間を初等コース、７年間を中等コースと定めている。したがって、保育部門には４歳から、初等教育には６歳から、中等教育には11歳から入ることになる。

　

３．ヨーロッパ・スクールの目的

①生徒たちに自身の文化的アイデンティティーをもたせ、ヨーロッパ市民としての基盤を持たせる。

②幼児教育から大学入学まで、高い水準の教育を行う。

③母語と、外国語の運用能力を高める。

④数学的、科学的技術の育成

⑤人文科学の学習における、ヨーロッパ的、地球的視野の育成

⑥創造力の育成

⑦体力の育成

⑧適切な進路指導

⑨忍耐力、寛容力の養成

⑩人格的、社会的、学術的発達の育成。

４．ヨーロッパ・スクールでの言語教育

学校では欧州連合の１１の公用語が教えられている。教師は皆その言語のネィティブ・スピーカーである。

　　デンマーク語、オランダ語、英語、フィンランド語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、　

　　イタリア語、ポルトガル語、スペイン語、スェーデン語

・第１言語――生徒の母語

· 第２言語（第１外国語）は「ワーキング・ランゲージ」といい、必修として卒業時まで学習する。

　　　　　――英語、ドイツ語、フランス語　からどれか一つ

　　（第２言語として選ばれるのは、その学校がある国の言葉が多い。　　ex.ベルギー――フランス語、　　　　

　　　イギリス―――英語）

・第３言語（第２外国語）を２年次からすべての生徒が学習する。

· 第４言語（第３外国語）を４年次から学ぶことができる。

  歴史と地理の授業も３年次からは生徒の第２言語で学ぶ。

　経済学も４年次からオプションとして第２言語で学ぶことができる。

＜参加した授業＞

· ドイツ語を第４言語（第３外国語）として教えているクラス

       ドイツ語は経済的に強い言語なので、勉強して将来に役立てたいという生徒が多かった。ヨーロッ 

       パでのドイツ語の重要性を強調していた。両親が国際結婚のためバイリンガルの生徒も多く、第4

       言語として学んでいることもあり、他の3つの言語の知識がかなり役立っているようであった。

 ・英語を第２言語（第１外国語）として教えているクラス

 ・地理をドイツ語で教えているクラス

＜問題点＞ヨーロッパ諸機関の職員の子弟以外の子供も受け入れているので、用意されている言語の数が　　　　　　　追いつかない。

５．ヨーロッパ・スクールの特徴

様々な言語を使う子供達と日常接することで、異文化に対する偏見がなくなっていくことを大枠とし、生徒の第１言語を大切にしている。生徒の学年があがるにつれ、第２言語の重要性が増す。第２言語は、初めのうちは教科の一つとして教えられる。その後、媒介言語となる。

     ――ヨーロッパ・スクールの生徒達の高い言語運用能力（文法の正確さ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cf.カナダのイマージョン教育）

ヨーロッパ・アワー

     ――様々な国籍を持つ生徒たちとの交流を大切にしており、ずべての言語部門の子供達が、共同作業によって、ヨーロッパ市民としての自覚を深める。第２言語を使って行われている。校庭、廊下、レクリエーションルームでの生徒同士の交流は、多言語の習得を助け、生徒たちは「外国語　　　　　　　　　　　を使って交流することは自然である」という事実を認識するようになる。

６．考察

1 ヨーロッパ・スクールの卒業生は、学校で身につけた語学力を活かして世界各国の大学に進学している。理科系の進学率が高いことは、今後の考察の対象となるであろう。

2 生徒達は、第４言語まで学校で正式に学ぶが、様々な国籍の生徒達と接しているうちに、よりたくさんの言語を習得している。（メタ言語能力の発達）日本の外国語教育にも何か示唆するものがあるのではないだろうか。

③「ヨーロッパ・アワー」外国語を授業の科目としてではなく、生きた活用の場として使う機会が学校の

   中に正式に設けられている、ということが興味をひいた。これからの外国語教育にも大いに取り入れて 

   いくべきであると考える。

4 ヨーロッパ・スクールの生徒は、ほぼすべて、ヨーロッパ語を母語としている。そのため、第２、第３、第４言語を習得することは、日本語を母語とする生徒がヨーロッパ語を習得するよりははるかに容易であると考えられる。日本人の英語をはじめとするヨーロッパ語の言語学習の不利を克服する一つの手段として、年少のころから英語の他に別のヨーロッパ言語を学習することも一つの考えではないだろうか。
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